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は
じ
め
に

　

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
に
は
、
江
戸
の
代
表
的
な
下
り
酒
問
屋
で
あ
る
鹿
嶋
屋

清
兵
衛
の
分
家
・
東
店
に
伝
わ
っ
た
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
お
お
よ

そ
一
、八
〇
〇
件
ほ
ど
に
の
ぼ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
多
彩
な

品
々
が
含
ま
れ
る
。
近
世
・
近
代
に
お
け
る
、
江
戸
の
商
家
（
と
く
に
大
店
）
の
暮

ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
群
と
い
え
る
（
以
下
、「
東
店
関
連
資
料
」

と
表
記
す
る
）。

　

江
戸
の
商
家
を
め
ぐ
っ
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
大
店
の
三
井
家
を
中
心
に
分
厚

い
研
究
蓄
積
が
あ
る
が
、
資
料
が
よ
く
残
る
三
井
家
以
外
の
商
家
に
つ
い
て
、
そ
の

姿
を
詳
し
く
解
明
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
１
。
当
館
の
東
店
関

連
資
料
は
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
打
開
す
る
格
好
の
素
材
と
な
る
可
能
性
を
有
し

て
い
る
。

　

さ
て
、
東
店
関
連
資
料
の
う
ち
、
江
戸
時
代
の
名
工
・
原
舟
月
の
作
に
か
か
る
雛

人
形
や
、
華
麗
な
雛
道
具
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
２
。
し
か
し
、

そ
の
ほ
か
の
古
文
書
や
漆
工
品
な
ど
に
つ
い
て
、
本
格
的
な
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ

て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
ゆ
え
に
鹿
嶋
屋
東
店
が
い
つ
ご
ろ
成
立
し
た
の
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
経
営
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
な
ど
の
基
本
的
な
事
柄
が
依
然
と
し
て
不

明
な
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
東
店
関
連
資
料
を
今
後
、
よ
り
正
確
に
評
価
し
、
ま
た

歴
史
的
に
位
置
付
け
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
が
伝
来
し
た
東
店
が
ど
の
よ
う
な

家
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
古
文
書
を
中
心
に
鹿
嶋
屋
東
店

の
成
立
と
そ
の
展
開
過
程
を
素
描
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
３
。
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一　

鹿
嶋
屋
東
店
の
成
立
事
情

　

ま
ず
は
、
鹿
嶋
屋
本
店
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
本
店
か
ら

東
店
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
分
か
れ
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。

１　

江
戸
の
下
り
酒
問
屋
鹿
嶋
清
兵
衛

　

鹿
嶋
屋
本
店
の
素
性
や
東
店
の
成
立
事
情
を
調
べ
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
と

な
る
の
が
、「
本
店
東
店
系
図
」（
以
下
、「
系
図
」
と
略
記
）
と
題
さ
れ
た
巻
子
で

あ
る
４
。

　

こ
れ
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
東
店
関
連
資
料
の
う
ち
の
一
つ
で
、
表
題
の
通
り
、

鹿
嶋
屋
本
店
か
ら
東
店
へ
と
至
る
家
系
図
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
当
主
や
そ
の
妻
、
子

供
た
ち
の
法
名
と
俗
名
、
死
没
し
た
年
月
日
の
ほ
か
、
人
に
よ
り
養
子
先
や
嫁
ぎ
先
、

改
名
な
ど
に
つ
い
て
の
補
足
説
明
が
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
出
生
の
年
月
日
に
つ
い

て
の
記
載
は
な
く
、
各
人
物
の
年
齢
な
ど
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
。

　

本
系
図
の
記
事
で
最
も
新
し
い
年
代
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
で
あ
り
、ま
た
、

こ
れ
以
前
の
記
事
も
す
べ
て
同
一
の
人
物
が
書
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
系
図
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
大
正
三
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
世
段
階
の
鹿
嶋
屋
本
店
や
東
店
に
つ
い
て
調
べ
る
資
料
と
し
て

は
か
な
り
後
年
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
当
館
の
東
店
関
連
資
料
の
な
か
で
も
唯
一
と

い
っ
て
よ
い
家
系
図
で
あ
り
、貴
重
で
あ
る
。
以
下
、「
系
図
」
を
手
が
か
り
に
し
て
、

鹿
嶋
屋
本
店
の
姿
や
東
店
の
成
立
事
情
に
迫
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

さ
て
、「
系
図
」
の
冒
頭
に
は
、
鹿
嶋
屋
本
店
初
代
に
至
る
六
名
ほ
ど
の
人
物
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
の
浄
貞
に
つ
い
て
、「
俗
名
清
右
衛
門
、
天
満
冨
田
町

鹿
島
屋
先
祖
、
元
文
元
丙
辰
年
九
月
十
六
日
死
ス
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
大
坂

の
「
天
満
冨
田
町
」
の
鹿
嶋
屋
は
酒
問
屋
を
営
ん
で
お
り
、
江
戸
の
鹿
嶋
屋
本
店
や

東
店
が
大
坂
天
満
の
酒
問
屋
鹿
嶋
屋
と
、
共
通
の
先
祖
を
持
つ
同
族
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

浄
貞
と
そ
の
妻
智
貞
に
続
い
て
記
さ
れ
る
の
が
、
鹿
嶋
屋
本
店
の
初
代
静
讃
で
あ

る
。
同
人
に
つ
い
て
、「
俗
名
清
兵
衛
、
摂
州
川
辺
郡
東
多
田
村
出
生
、
浄
念
実
子
、

寛
延
二
己
巳
年
七
月
十
一
日
死
ス
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
摂
津
国
川
辺
郡
東
多
田
村

（
現
兵
庫
県
）
の
出
身
の
清
兵
衛
と
い
う
者
が
江
戸
で
鹿
嶋
屋
本
店
を
開
い
た
と
す

る
。

　

し
か
し
、
浄
貞
・
智
貞
夫
妻
と
の
系
譜
関
係
や
、
親
の
「
浄
念
」
な
る
人
物
に
つ

い
て
の
記
載
は
な
く
、
清
兵
衛
の
詳
し
い
出
自
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ

で
は
ひ
と
ま
ず
、
江
戸
の
鹿
嶋
屋
（
本
店
や
東
店
）
が
大
坂
天
満
の
鹿
嶋
屋
と
系
譜

上
の
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
摂
津
国
（
東
多
田
村
）
を
ル
ー
ツ
と
す
る
こ

と
を
確
認
し
て
お
く
。
な
お
、
鹿
嶋
屋
本
店
の
成
立
が
い
つ
頃
な
の
か
現
段
階
で
は

確
定
で
き
な
い
が
、
初
代
静
讃
の
没
年
が
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
で
あ
る
こ
と
か

ら
か
ら
み
て
、
十
七
世
紀
後
半
～
十
八
世
紀
前
半
と
推
測
さ
れ
る
。

　

鹿
嶋
屋
本
店
の
当
主
は
初
代
静
讃
以
降
、「
清
兵
衛
」
と
い
う
通
称
を
名
乗
り
、

資
料
上
で
は
「
鹿
嶋
清
兵
衛
」「
鹿
嶋
屋
清
兵
衛
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
。
鹿
嶋
屋

本
店
は
、
順
調
に
経
営
を
拡
大
し
た
よ
う
で
あ
り
、
近
世
後
期
に
は
下
り
酒
問
屋
を

営
む
、
江
戸
で
も
屈
指
の
大
店
と
な
っ
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
江
戸
の
商
店
・
飲
食
店
の

リ
ス
ト
で
あ
る
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
に
は
、
下
り
酒
問
屋
と
し
て
「
鹿
嶋
屋
清
兵

衛
」
の
名
が
み
え
る
【
図
１
】。
所
在
は
、
酒
問
屋
が
多
く
集
ま
る
霊
岸
島
の
四
日

市
町
（
現
東
京
都
中
央
区
）。
商
標
は
、
黒
い
三
つ
の
四
角
の
下
に
一
文
字
で
、「
角

一
」（
か
く
い
ち
）
と
い
う
よ
う
で
あ
る
５
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む
人
び
と
を
救
済
す
る
た
め
金
銀
米
穀
を
供
出
し
た
江

戸
の
町
々
の
「
大
商
家
」
を
書
き
上
げ
た
天
保
年
間
の
「
改
正
大
江
戸
町
々
施
シ
附
」

で
は
、
前
か
ら
三
番
目
に
「
鹿
嶋
清
兵
衛
」
の
名
が
確
認
で
き
る
６
。
一
番
目
に
書

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
三
井
越
後
屋
の
三
井
八
郎
右
衛
門
で
あ
る
の
で
、
こ
の

頃
に
は
、
鹿
嶋
屋
本
店
が
江
戸
市
中
で
も
代
表
的
な
大
店
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
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鹿
嶋
屋
本
店
の
発
展
ぶ
り
は
、錦
絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
。文
久
三
年（
一
八
六
三
）

の
「
新
酒
番
船
入
津
繁
栄
図
」（
落
合
芳
幾
／
画
）
は
、上
方
か
ら
の
新
酒
輸
送
レ
ー

ス
（
新
酒
番
船
）
を
題
材
と
す
る
７
。
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
ゴ
ー
ル

付
近
で
あ
る
江
戸
の
新
川
一
帯
の
よ
う
す
で
あ
る
。【
図
２
】
は
本
図
中
央
付
近
を

拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
み
え
る
、
先
述
の
「
角
一
」
に
「
本
」
の
文
字

が
入
っ
た
蔵
が
、
鹿
嶋
屋
本
店
の
蔵
で
あ
る
。
な
お
、
対
岸
の
「
角
一
」
に
「
中
」

と
書
か
れ
て
い
る
蔵
は
、
鹿
嶋
屋
中
店
の
も
の
で
あ
る
。
本
店
か
ら
分
か
れ
た
こ
の

中
店
も
、
有
力
な
下
り
酒
問
屋
で
あ
っ
た
８
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
鹿
嶋
屋
本
店
＝
鹿
嶋
清
兵
衛
は
上
方
か
ら
江
戸
に
出
て
、
近
世

後
期
に
は
下
り
酒
問
屋
と
し
て
江
戸
屈
指
の
大
店
と
な
っ
て
い
た
。

２　

鹿
嶋
屋
本
店
四
代
清
兵
衛
の
隠
居

　

そ
れ
で
は
、
鹿
嶋
屋
東
店
は
ど
の
よ
う
な
事
情
で
本
店
か
ら
分
か
れ
た
の
か
。

　
【
図
３
】
は
、「
系
図
」
の
記
載
を
抜
粋
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、
鹿
嶋
屋
本
店
と

東
店
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
店
四
代
清
兵
衛
（
慶
善
）
が
、
東
店
の
起
点
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
四
代
清
兵
衛
に
つ
い
て
、「
系
図
」
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

�

四
代
清
兵
衛
大
坂
天
満
北
冨
田
町
鹿
島
参
代
目
貞
隋
之
参
男
、
幼
名
馬
吉
、
静

慶
（
三
代
清
兵
衛
＊
引
用
者
註
）
ノ
養
子
ト
ナ
リ
利
助
ト
改
名
、
後
家
督
シ
テ

清

ノ
婿
ト
ナ
リ
清
兵
衛
ト
改
名
、
隠
居
シ
テ
靖
左
衛
門
ト
改
名
、
深
川
木
場

島
田
町
七
番
地
ニ
隠
居
店
ヲ
建
テ
居
住
ス
、
東
店
即
チ
之
レ
ナ
リ
、
又
当
店
ノ

元
祖
ナ
リ
、
母
ハ
祐
貞
尼
（
但
シ
本
店
ノ
四
代
ニ
シ
テ
又
東
店
ノ
元
祖
タ
リ
）、

天
保
五
申
午
年
正
月
十
四
日
死
ス

　

四
代
清
兵
衛
は
も
と
も
と
、
大
坂
天
満
の
鹿
嶋
屋
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名

を
馬
吉
と
い
っ
た
。
そ
の
後
、江
戸
の
鹿
嶋
屋
本
店
三
代
目
清
兵
衛
の
養
子
と
な
り
、

【図１】『江戸買物独案内　下』（13200067）【図２】「新酒番船入津繁栄図」（90203068-70）
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名
も
利
助
と
改
め
た
。
そ
し
て
家
督
を
相
続
し
て
清

（
俗
名
キ
ト
、
三
代
清
兵
衛

夫
妻
の
娘
）の
婿
と
な
り
、改
名
し
て
四
代
清
兵
衛
と
な
っ
た
。
隠
居
す
る
と
靖（
清
）

左
衛
門
と
改
名
、
深
川
木
場
島
田
町
七
番
地
に
隠
居
店
＝
東
店
を
建
て
て
居
住
し
、

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
十
四
日
に
死
去
し
た
。

　

以
上
が
お
お
よ
そ
の
内
容
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
、
鹿
嶋
屋
東
店
は
本
店
四
代
清

兵
衛
の
隠
居
店
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
、
よ
っ
て
四
代
清
兵
衛
＝
東
店
の
「
元
祖
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
元
祖
」
と
し
て
い
る
の
は
、【
図
３
】
に
あ
る

よ
う
に
、「
系
図
」
で
は
、
東
店
の
初
代
を
子
の
維
善
＝
二
代
清
左
衛
門
と
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
。

　

で
は
な
ぜ
、
四
代
清
兵
衛
は
隠
居
店
を
出
し
た
の
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
手
が
か

り
が
、
本
店
五
代
清
兵
衛
（
静
江
）
を
め
ぐ
る
、「
系
図
」
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

　
　

�

幼
名
利
吉
、
静
慶
ノ
実
子
ニ
シ
テ
慶
善
ノ
順
養
子
ト
ナ
リ
利
助
ト
改
名
、
家
督

シ
テ
五
代
清
兵
衛
ト
改
名
ス
、
参
代
静
慶
ノ
実
子
ニ
シ
テ
四
代
ヲ
相
続
セ
サ
リ

シ
ハ
、
始
メ
静
慶
ニ
男
子
ナ
カ
リ
シ
為
早
ク
ヨ
リ
慶
善
ヲ
養
子
ト
ナ
シ
、
後
ニ

静
江
出
生
ゼ
シ
故
ニ
慶
善
実
子
ア
ル
ニ
モ
カ
ヽ
ワ
ラ
ス
、
義
ヲ
重
ン
ジ
義
弟
ニ

五
代
ヲ
譲
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
、
母
ハ
妙
慶
尼
、
天
保
十
一
年
子
八
月
五
日
死

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
店
五
代
清
兵
衛
は
、
本
店
三
代
清
兵
衛
の
実
子
で
あ
っ
た
。

三
代
清
兵
衛
に
は
当
初
、
実
子
に
男
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
早
く
か
ら
四
代
清
兵

衛
を
養
子
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
に
五
代
清
兵
衛
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
た
め
、
四

代
清
兵
衛
は
本
店
の
家
督
を
相
続
し
た
が
、
こ
れ
を
自
ら
の
実
子
に
は
継
が
せ
ず
、

義
弟
に
あ
た
る
五
代
清
兵
衛
に
本
店
の
家
督
を
譲
っ
た
と
す
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
四
代
清
兵
衛
が
隠
居
し
て
東
店
を
出
し
た
の
は
、
三
代
清
兵
衛
の
実

子
で
あ
る
五
代
清
兵
衛
に
本
店
の
家
督
を
継
が
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、東
店
の
成
立
時
期
で
あ
る
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

正
月
段
階
で
は
、
四
代
清
兵
衛
は
依
然
と
し
て
本
店
の
当
主
の
地
位
に
あ
る
と
み
ら

五

院

（ り 。

（
初
代
清
兵
衛
）

（
二
代
清
兵
衛
）
（
三
代
清
兵
衛
）

（
四
代
清
兵
衛
）

（
五
代
清
兵
衛
）

（
六
代
清
兵
衛
）
（
七
代
清
兵
衛
）

（
初
代
清
左
衛
門
）

（
二
代
清
左
衛
門
）

（
三
代
清
左
衛
門
）

（
四
代
清
左
衛
門
）

【図３】鹿嶋屋本店と東店
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れ
る
が
、
同
年
八
月
に
は
清
左
衛
門
に
改
名
し
て
い
る
の
で
、
東
店
は
文
政
九
年
に

成
立
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
９
。

二　

鹿
嶋
屋
東
店
の
屋
敷
と
諸
店

　

文
政
九
年
に
成
立
し
た
鹿
嶋
屋
東
店
は
、深
川
島
田
町
に
屋
敷
を
構
え
た
。
以
降
、

当
地
を
拠
点
に
東
店
は
経
営
を
拡
大
し
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、

所
持
屋
敷
や
周
辺
に
成
立
し
た
諸
店
か
ら
、
東
店
の
姿
に
迫
り
た
い
。

１　

東
店
の
所
持
屋
敷

　

有
力
な
下
り
酒
問
屋
で
あ
っ
た
鹿
嶋
屋
本
店
や
中
店
は
、
上
方
か
ら
酒
を
積
ん
だ

廻
船
が
到
着
す
る
新
川
近
く
の
霊
岸
島
四
日
市
町
や
銀
町
に
立
地
し
て
い
た
。
本
店

四
代
清
兵
衛
が
隠
居
し
て
東
店
を
出
し
た
深
川
島
田
町
は
、
酒
問
屋
が
集
ま
る
新
川

周
辺
か
ら
は
や
や
距
離
が
あ
り
、
四
代
清
兵
衛
は
当
地
に
、
下
り
酒
問
屋
で
は
な
い

新
た
な
鹿
嶋
屋
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

近
世
の
深
川
島
田
町
は
、
四
方
を
川
に
囲
ま
れ
た
、
い
わ
ば
島
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
た
。
そ
こ
で
の
東
店
の
屋
敷
の
よ
う
す
を
直
接
示
す
資
料
は
残
念
な
が
ら
見
当

た
ら
な
い
が
、
明
治
段
階
の
深
川
島
田
町
に
お
け
る
東
店
鹿
嶋
清
左
衛
門
の
土
地
所

有
に
つ
い
て
は
、
地
租
改
正
に
と
も
な
っ
て
作
ら
れ
た
図
面
や
沽
券
図
な
ど
か
ら
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
【
図
４
】
は
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
作
っ
た
も
の
で
、
図
中
の
数
字
は
各
土
地
の
地

番
を
示
す
。
本
図
の
う
ち
、
黒
い
太
線
で
囲
ま
れ
た
土
地
が
東
店
の
鹿
嶋
清
左
衛
門

の
所
有
地
で
あ
る
（
地
番
４
・５
・
６
・７
・
８
・
15
）。
深
川
島
田
町
に
占
め
る
東
店
の

所
有
地
の
比
重
の
大
き
さ
が
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
破
線
で
囲
ま
れ
た
土
地
は
、

鹿
嶋
姓
を
名
乗
る
清
左
衛
門
の
一
族
の
所
有
地
で
あ
る
（
地
番
３
・
９
・
16
）。
こ
れ

ら
を
加
え
る
と
、
深
川
島
田
町
の
土
地
の
ほ
と
ん
ど
は
清
左
衛
門
を
中
心
と
す
る
鹿

嶋
一
族
の
所
有
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
土
地
に
は
、
鹿
嶋
屋
東
店
を
は
じ
め
、
後
述
す
る
鹿
嶋
屋
西
店
・
材
木

店
の
屋
敷
や
土
蔵
、
稲
荷
社
、
材
木
置
き
場
な
ど
の
関
連
施
設
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
10
。
近
世
後
期
か
ら
幕
末
・
明
治
に
か
け
て
、
鹿
嶋
屋
東
店
の
成
立
と
成
長
に
と

も
な
い
、
深
川
島
田
町
は
、
東
店
を
中
心
と
す
る
鹿
嶋
屋
の
一
族
の
屋
敷
や
関
連
施

設
に
よ
り
占
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
東
店
は
深
川
島
田
町
の
外
に
も
町
屋
敷
を
取
得
し
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
東
店
関
連
資
料
に
は
、町
屋
敷
買
得
に
か
か
わ
る
証
文
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
東
店
の
屋
敷
神
で
あ
る
富
永
稲
荷
の
祭
礼
に
用
い
ら
れ
た
四
神
像
（
朱

雀
・
玄
亀
・
白
虎
・
青
龍
）
や
獅
子
頭
（
雌
）
の
箱
書
き
に
注
目
し
た
い
。
前
者
は

弘
化
五
年
（
嘉
永
元
、一
八
四
八
）、後
者
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
製
作
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
奉
納
者
が
箱
書
き
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

四
神
像
の
う
ち
朱
雀
・
玄
亀
像
の
箱
書
き
に
記
さ
れ
た
奉
納
者
は
、【
表
１
】
の

通
り
で
あ
る
。
本
表
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
東
店
の
所
持
屋
敷
の
家
守

で
あ
り
、
計
三
一
名
に
の
ぼ
る
。
こ
の
う
ち
、
深
川
島
田
町
の
家
守
の
熊
吉
（
Ｎ
ｏ
．

30
）
と
善
八
（
Ｎ
ｏ
．
31
）
を
除
く
二
九
名
が
、
東
店
が
他
所
の
町
で
所
持
す
る
町

橋

【図４】鹿嶋清左衛門の所有地（深川島田町）



鹿嶋屋東店の成立と展開（小酒井大悟）

（52）― 207 ―

【表１】弘化 5年 2月　朱雀・玄亀像奉納者

No. 町名 名前 備考
1 数奇屋町 孫八
2 数奇屋町 宇兵衛
3 柴井町 平助
4 尾張町 源兵衛
5 木場町 平八
6 木場町 徳兵衛
7 高砂町 新七
8 田原町 万次郎
9 常磐町 徳蔵
10 永代寺門前 久蔵
11 永代寺門前 七三郎
12 猿若町 善兵衛
13 堀江町 辰四郎
14 仲町 銀助
15 山本町 半次郎
16 山本町 多助
17 山本町 安兵衛
18 山本町 新右衛門
19 新網町 卯助
20 霊岸寺門前 孫兵衛
21 室町二丁目 弘二郎
22 室町壱丁目 源次郎
23 安針町 覚右衛門
24 小網町 平右衛門
25 本船町 忠蔵
26 八名川町店 玄兵衛
27 北新堀町 幸右衛門 湯廊支配人
28 南伝馬町 八右衛門 湯廊支配人
29 小泉町 政吉 湯廊支配人
30 熊吉 世話人　居付家守
31 善八 世話人　居付家守

＊�「四神像　朱雀」（98002292）、「四神像　玄亀」（98002294）
の箱書きから作成。

【表２】安政 5年 3月　獅子頭（雌）奉納者

No. 町名 肩書 名前 備考
1 堀江町 家主 辰四郎
2 堀江町 家主 伊助
3 堀江町 家主 萬兵衛
4 堀江町 家主 卯之助
5 堀江町 家主 甚蔵
6 安針町 家主 覚右衛門
7 本船町 家主 新八
8 室町 家主 源次郎
9 駿河町 家主 冨右衛門
10 室町 家主 又兵衛
11 新材木町 家主 平蔵
12 高砂町 家主 新七
13 小網町 家主 半右衛門
14 柴井町 家主 平助
15 尾張町 家主 源兵衛
16 新網町 家主 卯助
17 元数奇屋町 家主 彦八
18 元数奇屋町 家主 卯兵衛
19 常盤町 家主 吉蔵
20 田原町 家主 菊次郎
21 六間堀 家主 幸太郎
22 東仲町 家主 治助
23 十二軒 家主 久蔵
24 山本町 家主 金平
25 山本町 家主 国太郎
26 山本町 家主 新右衛門
27 櫓下 家主 金之助
28 十二軒 家主 七三郎
29 木場町 家主 徳兵衛
30 猿若町 家主 甚右衛門
31 北新堀町 湯屋 仁左衛門
32 南伝馬町 湯屋 仁三郎
33 本所小泉町 湯屋 八右衛門
34 家主 熊吉 世話人
35 鳶 吉五郎 世話人
36 植木屋 善八 世話人

＊「雌獅子（獅子頭）」（98002313）の箱書より作成。
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屋
敷
の
家
守
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
が
居
住
す
る
町
数
は
二
三
に
の
ぼ
る
。

　

一
方
、獅
子
頭
の
奉
納
者
は
、【
表
２
】の
よ
う
に
な
る
。深
川
島
田
町
外
の
家
主（
含

湯
屋
支
配
人
）
は
三
三
名
で
、
彼
ら
が
居
住
す
る
町
の
数
は
二
五
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
中
頃
の
弘
化
～
嘉
永
年
間
に
は
、
鹿
嶋
屋
東
店
は
深
川

島
田
町
の
ほ
か
に
二
十
を
超
え
る
町
に
町
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
。
文
政
九
年
に
成

立
し
て
以
降
、
東
店
は
深
川
島
田
町
外
で
町
屋
敷
を
集
積
し
、
こ
れ
ら
の
所
在
す
る

各
町
に
お
い
て
不
在
地
主
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

２　

東
店
周
辺
の
諸
店

　

深
川
島
田
町
の
鹿
嶋
屋
東
店
の
周
辺
に
は
、
東
店
と
深
く
関
わ
る
い
く
つ
か
の
店

が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
次
の
諸
店
に
つ
い
て
、
成
立
経
緯
や
東
店
と
の
関
係
な
ど

を
、
現
段
階
で
わ
か
る
限
り
で
記
述
し
て
お
く
。

（
１
）
材
木
店

　

材
木
問
屋
を
営
む
材
木
店
の
成
立
経
緯
は
、
次
の
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　

証
文
之
事

　
　

一
、
金
弐
百
両

　
　
　

�

右
は
私
儀
年
来
相
勤
候
ニ
付
、
御
別
家
ニ
被
仰
付
御
家
号
被
下
、
材
木
問
屋

商
売
仕
候
様
御
差
図
被
下
、
其
上
右
金
子
元
手
金
と
し
て
被
下
置
難
有
仕
合

奉
存
候
、
家
業
躰
其
外
之
儀
ニ
付
御
店
差
障
ニ
も
相
成
候
儀
有
之
候
ハ
ヽ
如

何
様
ニ
も
被
仰
付
可
被
下
候
、
猶
此
上
共
ニ
御
店
之
儀
差
障
り
方
萬
事
心
を

付
候
様
是
又
奉
畏
候
、
為
後
日
証
文
依
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
嶋
屋

　
　
　
　

文
化
十
五
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源　

蔵
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

寅
三
月
廿
六
日

　
　

御
本
店

　
　
　

鹿
嶋
清
兵
衛
様

　
　

同

　
　
　

鹿
嶋
清
吉
様

11

　

こ
れ
は
、
鹿
嶋
屋
源
蔵
が
本
店
の
清
兵
衛
・
清
吉
に
宛
て
た
金
二
〇
〇
両
の
請
取

証
で
あ
る
。
宛
所
の
清
兵
衛
は
本
店
四
代
で
、
こ
の
の
ち
に
東
店
を
出
す
初
代
清
左

衛
門
、
清
吉
は
そ
の
実
子
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
源
蔵
は
本
店
に
お
け
る
長
年

の
働
き
に
よ
っ
て
、
別
家
と
鹿
嶋
屋
の
屋
号
の
使
用
を
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
本

店
か
ら
材
木
問
屋
を
営
む
よ
う
に
指
示
さ
れ
、
元
手
金
と
し
て
二
〇
〇
両
を
渡
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
材
木
店
は
本
店
か
ら
分
か
れ
た
が
、
別
家
を
許
可
し
た
の
が
ほ

ど
な
く
東
店
を
出
す
清
兵
衛
や
清
吉
で
あ
っ
た
た
め
、
材
木
店
は
東
店
と
深
い
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

両
店
の
関
わ
り
の
内
容
と
し
て
は
、
東
店
が
材
木
店
に
資
金
助
成
の
た
め
と
考
え

ら
れ
る
金
を
貸
し
て
い
る
こ
と
、
材
木
店
の
二
代
目
当
主
に
は
東
店
初
代
清
左
衛
門

の
末
子
・
駿
平
が
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
妻
に
は
東
店
の
清
吉
改
め
二

代
清
左
衛
門
（
維
善
）
の
三
女
・
ハ
ツ
が
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
お
そ
ら
く
は
幕
末
に
材
木
店
か
ら
分
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
角
店
の
初
代
に
、

二
代
清
左
衛
門
の
六
男
・
留
吉
（
の
ち
清
四
郎
と
改
名
）
が
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

わ
せ
て
指
摘
し
て
お
く

12
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鹿
嶋
屋
東
店
と
材
木
店
は
、
経
営
・
血
縁
の
両
面
で
深
い
関
わ
り

が
あ
っ
た
。

（
２
）
西
店

　

西
店
は
東
店
か
ら
の
分
家
で
、
東
店
の
屋
敷
に
隣
接
し
て
い
た
。
西
店
と
東
店
の

関
係
に
つ
い
て
は
、「
系
図
」
か
ら
、
あ
る
程
度
う
か
が
え
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、

東
店
の
二
代
清
左
衛
門
の
長
女
・
維
寿
（
俗
名
不
明
）
に
つ
い
て
の
記
載
で
あ
る
。
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�

維
善
（
東
店
初
代
、
二
代
清
左
衛
門
＊
引
用
者
註
）
長
女
、
維
生
（
東
店
二
代
、

三
代
清
左
衛
門
＊
引
用
者
註
）ノ
姉
ニ
シ
テ
東
店
分
家
西
店
ノ
初
代
ノ
主
タ
リ
、

中
店
成
延
四
男
ヲ
養
子
ニ
迎
フ

　

こ
こ
か
ら
、
西
店
は
東
店
二
代
清
左
衛
門
の
長
女
・
維
寿
が
東
店
か
ら
別
家
し
て

成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
成
立
年
は
特
定
で
き
な
い
が
、
鹿
嶋
屋
東
店
の
屋
敷
神

と
考
え
ら
れ
る
富
永
稲
荷
の
弘
化
五
年
二
月
付
の
奉
納
額
に
、
西
店
の
名
が
奉
納
者

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で

13
、
遅
く
と
も
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
。

　
「
系
図
」
に
は
、
西
店
と
東
店
の
血
縁
的
な
つ
な
が
り
を
示
す
記
載
が
も
う
一
ヶ

所
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
東
店
二
代
清
左
衛
門
の
二
男
・
六
三
郎
（
覚
道
）
に
つ
い

て
の
、
次
の
よ
う
な
記
載
で
あ
る
。

　
　

�

維
善
二
男
幼
名
六
三
郎
、
東
店
分
家
西
店
へ
養
子
ト
ナ
リ
後
家
督
シ
テ
清
次
郎

ト
改
名

　

六
三
郎
は
西
店
の
養
子
と
な
り
、
家
督
を
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
西
店
と

東
店
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
血
縁
上
の
つ
な
が
り
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
西

店
の
経
営
内
容
や
経
営
面
で
の
東
店
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

（
３
）
質
店

　

資
料
上
で
は
「
質
店
」、「
木
場
質
店
」
と
記
さ
れ
る
。
当
館
の
東
店
関
連
資
料
に

は
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
を
初
見
に
、
質
店
の
勘
定
に
関
す
る
資
料
が
確
認
で

き
る
。
こ
の
質
店
の
成
立
を
示
す
の
が
、
次
の
資
料
で
あ
る
。

　
　
　
　

覚

　
　

一
、
金
弐
拾
両
也

　
　
　

�

右
は
深
川
八
組
之
内
質
屋
弐
番
組
仲
間
江
新
規
加
入
被
致
候
ニ
付
、
惣
仲
間

自
定
加
入
金
書
面
之
通
被
差
出
慥
ニ
請
取
申
候
、
尤
巨
細
仲
間
議
定
帳
面
江

相
記
置
申
候
、
為
念
加
入
金
受
取
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
川
八
組
質
屋
仲
間

　
　
　
　
　

天
保
五
午
年
九
月
十
八
日　
　
　
　
　
　

年
番
行
事
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
総
屋
藤
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萬
屋
甚
助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
嶋
屋
六
三
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
見　
　

千
助
殿

14

　

こ
れ
は
、鹿
嶋
屋
六
三
郎
ら
が
深
川
八
組
質
屋
仲
間
へ
新
規
に
加
入
す
る
に
際
し
、

支
払
っ
た
金
二
〇
両
の
請
取
証
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
鹿
嶋
屋
六
三
郎
ら
は
、
質

屋
仲
間
へ
の
加
入
を
認
め
ら
れ
、
以
降
質
屋
営
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

り
、
鹿
嶋
屋
質
店
の
成
立
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

　

本
史
料
の
宛
所
と
な
っ
て
い
る
鹿
嶋
屋
六
三
郎
は
、
東
店
二
代
清
左
衛
門
の
二
男

で
、
の
ち
に
西
店
の
養
子
と
な
り
、
同
店
の
家
督
を
継
ぐ
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
時
、
六
三
郎
は
ま
だ
若
年
で
あ
る
た
め
、
千
助
と
い
う
人
物
が
後
見
と
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
六
三
郎
は
、
天
保
五
年
以
降
も
東
店
か
ら
別
家
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
、
家
質
に
と
っ
た
屋
敷
の
家
賃
を
滞

納
し
て
い
る
と
し
て
、
深
川
大
和
町
の
善
四
郎
ら
を
訴
え
た
際
に
は
、
善
八
と
い
う

者
が
六
三
郎
に
代
わ
っ
て
訴
状
に
署
名
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
肩
書
は
、「
深
川

嶋
田
町
家
持
清
左
衛
門
方
同
居
六
三
郎
煩
ニ
付
代
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

15
。
つ

ま
り
、
嘉
永
六
年
時
点
で
も
、
六
三
郎
は
、
東
店
の
清
左
衛
門
と
「
同
居
」
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
質
店
と
は
、
東
店
か
ら
別
家
し
て
独
立
の
店
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
東
店
の
内
部
に
あ
っ
て
、
質
屋
業
を
担
当
す
る
経
営
の
一
部
門
と
い
っ
た
位

置
付
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
質
店
の
勘
定
に
か
か
わ
る
資
料
が
東
店
に
伝
来
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し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
見
立
て
を
裏
付
け
よ
う
。

（
４
）
出
店
と
六
間
堀
店

　

以
上
に
加
え
、
資
料
上
で
散
見
す
る
出
店
と
六
間
堀
店
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お

き
た
い
。

　

出
店
は
、
弘
化
五
年
の
富
永
稲
荷
の
奉
納
額
に
、「
西
店
」
や
「
東
店　

家
主
中
」、

「
材
店
（
材
木
店
）　

家
主
中
」
と
と
も
に
「
出
店
」、「
同
（
東
店
）
出
店　

支
配
人

中
」
の
名
が
み
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
出
店
は
弘
化
五
年
ま
で
に
は
東
店
か
ら
分
か
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
奉
納
額
は
、
富
永
稲
荷
の
祭
礼
に
使
わ
れ
た

四
神
像
の
奉
納
に
際
し
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
出
店
は
西
店
や
材
木
店
と

と
も
に
東
店
が
行
う
祭
礼
に
参
加
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う

16
。

　

六
間
堀
店
は
も
と
も
と
、
要
介
と
い
う
者
が
出
し
た
店
（
資
料
上
、「
要
介
商
店
」

と
記
さ
れ
る
）
で
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
、
六
間
堀
（
現
墨
田
区
）
に
「
転

宅
」
し
た
よ
う
で
あ
る
。
同
店
の
損
金
や
負
債
を
調
べ
た
帳
面
が
一
冊
、
東
店
に
伝

来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
店
と
経
営
面
で
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い

17
。

　

鹿
嶋
屋
東
店
は
、
以
上
の
諸
店
を
周
辺
に
成
立
さ
せ
、
こ
れ
ら
と
深
く
関
わ
り
な

が
ら
経
営
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
単
な
る
本
店
の
一
分
家
と
い
う
に
と

ど
ま
ら
ず
、
江
戸
に
展
開
す
る
鹿
嶋
屋
の
な
か
で
も
核
と
な
る
家
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

三　

鹿
嶋
屋
東
店
の
金
融

　

そ
れ
で
は
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
、
鹿
嶋
屋
東
店
は
ど
の
よ
う
な
経
営

を
展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
店
が
下
り
酒
問
屋
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
分

家
の
東
店
が
何
を
営
ん
で
い
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
以
下
、

限
ら
れ
た
資
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
東
店
の
経
営
動
向
や
内
容
に
つ
い
て
、
可
能
な

限
り
明
ら
か
に
し
た
い
。

１　

資
産
額
の
推
移

　

東
店
関
連
資
料
に
は
、
鹿
嶋
屋
東
店
の
経
営
内
容
を
詳
細
に
記
し
た
大
福
帳
の
よ

う
な
帳
面
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、東
店
の
資
産
額
や
収
益
額
を
算
定
・

記
載
す
る
勘
定
下
調
帳
と
い
う
帳
面
は
ほ
ぼ
毎
年
分
残
っ
て
お
り
、
東
店
の
資
産
額

の
推
移
や
経
営
の
概
要
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
勘
定
下
調
帳
か
ら
東
店
の
資
産
額
の
推
移
を
み
て
い
く
こ
と

と
し
た
い
。
勘
定
下
調
帳
は
毎
年
二
月
末
に
作
成
さ
れ
、
前
年
分
の
東
店
の
総
資
産

＝
他
所
へ
の
貸
付
額
（
債
権
）、
所
持
す
る
土
地
や
屋
敷
、
手
元
に
あ
る
「
有
金
」

を
金
銀
額
で
把
握
し
て
い
る
。

【表３】鹿嶋屋東店の資産額の推移

勘定年 西暦 金 銀
両 歩 匁 分 厘

文政 12 年 1829 37,691 1 4 8 4
天保 5 年 1834 53,961 1 8 6
天保 6 年 1835 57,177 1 10 1 8
天保 7 年 1836 51,278 3 2 4 6
天保 8 年 1837 65,823 3 10 5 4
天保 9 年 1838 68,840 2 2 6
天保 12 年 1841 81,997 3 12 6 4
天保 13 年 1842 86,492 6 4
弘化 2 年 1845 103,064 8 8
弘化 3 年 1846 101,801 3 2 6
弘化 4 年 1847 108,463 10 3
嘉永 2 年 1849 118,025 1 10 1 9
嘉永 3 年 1850 122,789 4 3
嘉永 4 年 1851 127,595 1 6 2 8
嘉永 5 年 1852 131,983 1 3 4
安政 2 年 1855 148,410 3 2 7 6
安政 3 年 1856 152,495 3 13 8 8
安政 7 年 1860 163,477 3 9 9
万延 2 年 1861 166,054 2 12 1 8
文久 2 年 1862 171,487 2 1 9 7
文久 3 年 1863 175,637 1 8 4 2
文久 4 年 1864 178,748 3 14 6 6
元治 2 年 1865 180,292 1 11 7 1
慶応 2 年 1866 182,311 1 12 6 3
慶応 3 年 1867 184,525 3 13 7 2
慶応 4 年 1868 186,763 3 13 4 7

＊各年の勘定下調帳より作成。
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こ
の
総
資
産
の
な
か
に
は
、
鹿
嶋
屋
本
店
か
ら
の
引
当
金
、
家
守
や
他
の
商
人
と

み
ら
れ
る
人
び
と
か
ら
の
預
か
り
金
が
含
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に
後
者
は
、
東
店
か

ら
他
所
へ
の
貸
し
付
け
の
原
資
と
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

を
仮
に
、
預
か
り
資
産
と
呼
ん
で
お
く
。
勘
定
下
調
帳
で
は
、
総
資
産
額
か
ら
預
か

り
資
産
額
を
引
き
、狭
義
の
東
店
の
資
産
額
（
以
下
、「
東
店
資
産
額
」
と
表
記
す
る
）

を
算
出
し
て
い
る

18
。【
表
３
】
は
、
各
年
の
勘
定
下
調
帳
か
ら
こ
の
東
店
資
産
額

の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
表
に
よ
る
と
、
成
立
し
て
間
も
な
い
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
勘
定
段
階
の

東
店
資
産
額
は
、金
三
万
七
、六
九
一
両
一
歩
、銀
四
匁
八
分
四
厘
で
あ
っ
た
。
以
降
、

こ
の
額
は
ほ
ぼ
順
調
に
拡
大
し
、幕
末
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
勘
定
段
階
で
は
、

金
一
八
万
六
、七
六
三
両
三
歩
、
銀
一
三
匁
四
分
七
厘
に
ま
で
な
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
、
東
店
資
産
額
は
お
お
よ
そ
五
倍
に

増
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
貨
幣
価
値
の
変
動
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
東
店
が
幕

末
に
か
け
て
大
き
く
成
長
し
た
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
確
か
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
年
々
の
東
店
資
産
額
の
増
加
は
、
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
金
の
貸
し
付
け
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
（
利
足
収
入
か
ら
諸

経
費
を
差
し
引
い
て
算
出
さ
れ
る
）
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

二
月
に
作
成
さ
れ
た
勘
定
下
調
帳
の
冒
頭
で
は
、
次
の
よ
う
な
算
用
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　
　
　
　
　

突
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
高

　
　

一
、
拾
七
万
千
四
百
八
拾
七
両
弐
歩
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
匁
九
分
七
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戌
年
中
利
足
入
所
ニ
而
諸
雑
用
引
残

　
　

一
、
四
千
百
四
拾
九
両
三
歩
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
匁
四
分
五
厘

　
　

〆
拾
七
万
五
千
六
百
三
拾
七
両
壱
歩
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
匁
四
分
弐
厘

19

　

ま
ず
、「
元
高
」
と
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月
段
階
で
算
定
さ
れ
た

東
店
資
産
額
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
文
久
二
年
中
に
あ
が
っ
た
利
足
収
入
か
ら
諸
経

費
を
差
し
引
い
た
残
額
を
加
え
、
文
久
三
年
二
月
時
点
で
の
東
店
資
産
額
＝
金

一
七
万
五
、六
三
七
両
一
歩
、
銀
八
匁
四
分
二
厘
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
額
は
、

翌
年
の
勘
定
下
調
帳
で
の
「
元
高
」
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
年
々
の
東
店
資
産
額
の
増
加
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、
金
の

貸
し
付
け
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
店
の
経
営
の
大

き
な
柱
は
金
融
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
金
融
の
具
体
的
内
容
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

２　

大
名
貸
し

　

勘
定
下
調
帳
に
よ
れ
ば
、
鹿
嶋
屋
東
店
の
金
の
貸
し
付
け
に
は
、
い
く
つ
か
の
形

態
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
二
月
の
勘
定
下

調
帳
に
は
主
立
っ
た
も
の
で
、①
「
諸
所
貸
」、②
「
年
賦
・
月
賦
無
利
足
貸
」、③
「
佐

賀
様
」「
質
店
か
し
」
な
ど
相
手
を
明
記
す
る
貸
し
付
け
、
④
「
質
物
か
し
」、
な
ど

に
か
か
わ
る
債
権
額
が
列
記
さ
れ
て
い
る

20
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
③
は
各
地
の
藩
＝

大
名
家
や
鹿
嶋
屋
の
他
の
店
な
ど
に
対
す
る
利
足
付
き
の
貸
し
付
け
と
み
て
よ
い
。

①
②
④
は
上
記
以
外
の
江
戸
内
外
の
住
民
を
相
手
と
す
る
も
の
で
、①
は
利
足
付
き
、

②
は
無
利
足
、
④
は
質
物
を
取
っ
て
の
貸
し
付
け
と
推
測
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
判
然

と
し
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
債
権
額
が
大
き
い
の
が
③
で
、
と
く
に
大
名
家
に
対
す
る

貸
し
付
け
で
あ
る
。
当
年
で
は
、
延
岡
藩
内
藤
家
（
日
向
国
）
に
九
、九
七
七
両
余
、

浜
田
藩
松
平
家
（
石
見
国
）
に
一
万
五
、三
一
一
両
余
、
淀
藩
稲
葉
家
（
山
城
国
）

に
二
万
四
、六
五
〇
両
、
佐
賀
藩
鍋
島
家
（
肥
前
国
）
に
八
、一
八
二
両
余
、
長
嶋
藩
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増
山
家
（
伊
勢
国
）
に
八
、八
〇
一
両
も
の
債
権
が
あ
っ
た
。
以
上
の
五
家
の
う
ち
、

延
岡
藩
内
藤
家
に
つ
い
て
は
、
金
子
借
用
証
文
が
何
点
か
残
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

の
一
点
を
次
に
掲
出
す
る
。

　
　
　
　
　

借
用
申
金
子
之
事

　
　

一
、
金
千
五
百
両
也

　
　
　

�

右
は
旦
那
勝
手
向
要
用
ニ
付
借
用
申
処
実
正
也
、
返
済
之
儀
は
一
ヶ
月
金
百

両
ニ
付
銀
四
拾
匁
之
利
付
〆
来
寅
七
月
中
限
元
利
無
相
違
返
済
可
申
候
、
右

為
引
宛
若
狭
盆
一
并
別
冊
品
書
之
通
預
置
申
候
、
此
借
用
金
之
儀
は
不
一
通

格
別
之
御
実
意
を
以
御
承
引
給
旦
那
ニ
も
殊
之
外
満
足
被
致
候
、
然
ル
上
は

返
済
方
聊
相
違
之
儀
有
之
候
而
は
於
銘
々
共
不
本
意
至
極
候
間
、
決
而
違
約

致
間
敷
候
、
此
段
は
訳
而
安
心
可
被
致
候
、
為
後
日
質
物
引
当
借
用
証
文
仍

如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
能
登
守
内

　
　
　
　
　

嘉
永
六
丑
年
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
坂
平
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠　

源
五
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
平
十
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
野
喜
八
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
狩
三
郎
右
衛
門（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
平
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
新
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木
市
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
嶋
六
三
郎
殿

　
　
　

前
書
之
通
承
届
相
違
無
之
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穂
鷲
長
門
（
印
）

21

　

本
資
料
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
十
二
月
に
延
岡
藩
内
藤
家
の
家
臣
赤
坂
ら

七
名
が
、
主
君
（「
旦
那
」）
の
勝
手
向
き
の
必
要
か
ら
、
金
一
、五
〇
〇
両
を
借
用

し
た
際
の
証
文
で
あ
る
。
返
済
期
限
は
翌
年
七
月
で
、
月
ご
と
に
金
百
両
に
つ
き
銀

四
〇
匁
の
利
足
が
付
き
、
若
狭
盆
お
よ
び
別
冊
の
書
類
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う

品
々
（
お
そ
ら
く
は
美
術
品
と
考
え
ら
れ
る
）
を
質
物
と
し
て
入
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
質
を
と
も
な
う
貸
借
で
あ
る
た
め
、
鹿
嶋
屋
東
店
側
で
は
、

東
店
の
質
屋
業
を
担
う
質
店
の
鹿
嶋
六
三
郎
が
窓
口
と
な
り
、
ゆ
え
に
本
証
文
の
宛

所
も
六
三
郎
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
利
率
や
担
保
な
ど
の
条
件
に
つ
い
て

は
個
々
の
事
例
に
よ
っ
て
差
違
が
あ
ろ
う
が
、
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
証
文
に
よ
っ

て
大
名
貸
し
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

延
岡
藩
内
藤
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
五
家
と
は
、
東
店
の
成
立
か
ら
慶
応
四
年

ま
で
の
す
べ
て
、
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
の
期
間
で
金
の
貸
借
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
多
額
の
大
名
貸
し
に
と
も
な
う
利
足
が
、
東
店
の
主
要
な
収

入
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る

22
。

　

以
上
の
五
家
に
対
す
る
貸
し
付
け
と
比
べ
る
と
少
額
だ
が
、
幕
末
に
は
、
東
店
鹿

嶋
清
左
衛
門
が
幕
府
の
勘
定
所
御
用
達
に
起
用
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
御
三
卿

の
一
橋
・
田
安
家
へ
も
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
に
は
、
一
橋
家
に
金
三
三
五
両
を
用

立
て
て
い
る
（
年
五
歩
の
利
足
付
き
）。
こ
の
金
三
三
五
両
は
、
幕
府
が
設
け
た
札

差
へ
の
資
金
貸
付
機
関
で
あ
る
猿
屋
町
会
所
を
通
じ
て
一
橋
家
の
勘
定
奉
行
に
渡
さ

れ
た
た
め
、
同
会
所
を
運
営
す
る
江
戸
の
町
年
寄
か
ら
「
御
勘
定
所
御
用
達
」
の
鹿

嶋
清
左
衛
門
に
対
し
、
そ
の
旨
を
記
し
た
覚
書
が
出
さ
れ
て
い
る

23
。
ま
た
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
十
二
月
に
、
田
安
家
に
年
五
歩
の
利
足
と
い
う
条
件
で
金

四
〇
〇
両
を
用
立
て
た
際
に
も
、
同
様
の
覚
書
が
江
戸
の
町
年
寄
か
ら
「
御
勘
定
所

御
用
達
」
鹿
嶋
清
左
衛
門
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

24
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
店
鹿
嶋
屋
清
左
衛
門
は
、
幕
末
に
御
三
卿
の
一
橋
家
・
田
安
家

に
対
す
る
大
名
貸
し
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
幕
府
の
勘
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定
所
御
用
達
と
い
う
清
左
衛
門
の
地
位
に
基
づ
く
、
猿
屋
町
会
所
を
介
し
た
貸
し
付

け
で
、
こ
れ
ま
で
に
み
た
五
家
に
対
す
る
貸
し
付
け
と
は
、
や
や
性
格
が
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

３　

幕
府
へ
の
御
用
金
上
納

　

鹿
嶋
屋
東
店
は
大
名
貸
し
を
軸
に
経
営
を
拡
大
し
、
幕
末
に
は
幕
府
の
勘
定
所
御

用
達
を
勤
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
地
位
ゆ
え
に
、
多
大
な
負
担

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の

第
二
次
幕
長
戦
争
に
と
も
な
う
幕
府
の
御
用
金
賦
課
を
事
例
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　

東
店
関
連
資
料
に
は
、
こ
の
時
の
町
奉
行
所
や
町
年
寄
か
ら
の
指
示
、
鹿
嶋
清
左

衛
門
ら
勘
定
所
御
用
達
が
提
出
し
た
文
書
の
内
容
、経
緯
な
ど
を
克
明
に
記
し
た「
御

進
発
節
御
用
金
被
仰
渡
控
」
と
い
う
帳
面
が
あ
る

25
。
以
下
、
こ
の
帳
面
の
記
載
か

ら
、
御
用
金
賦
課
を
め
ぐ
る
幕
府
と
鹿
嶋
清
左
衛
門
ら
勘
定
所
御
用
達
ら
の
や
り
と

り
を
み
て
い
く
。

　

慶
応
元
年
五
月
二
日
、
南
町
奉
行
の
根
岸
肥
前
守
衛
奮
か
ら
の
仰
せ
渡
し
が
あ
る

た
め
町
奉
行
所
へ
出
頭
せ
よ
と
の
指
示
が
、
町
年
寄
か
ら
鹿
嶋
清
左
衛
門
ら
勘
定
所

御
用
達
に
達
せ
ら
れ
た
。
翌
三
日
、
清
左
衛
門
ら
が
出
頭
す
る
と
、
根
岸
か
ら
次
の

よ
う
な
仰
せ
渡
し
が
あ
っ
た
。

　
　

�

近
年
海
岸
防
禦
之
御
堅
固
筋
并　

御
本
丸
・
西
御
丸
等
度
々
御
普
請
、
其
上
去

亥
年
以
来
両
度
之
御
上
洛
、
其
外
挙
而
難
算
御
用
途
打
続
候
折
柄
、
尚
又
今
般

　

御
進
発
ニ
付
而
は
莫
太
之
御
入
用
高
ニ
付
御
融
通
為
江
坂
并
御
料
所
百
姓
・

町
人
共
之
内
身
柄
相
応
之
者
、
且
諸
寺
院
等
ニ
至
迄
も
御
用
金
可
被　

仰
付
旨

被　

仰
出
候
、
是
迄
と
は
訳
違
ひ
此
度
は
実
以
不
容
易
御
入
用
筋
ニ
付
其
身
家

業
之
余
沢
ヲ
以
安
楽
ニ
暮
居
候
迚
、
聊
之
御
奉
公
筋
ヲ
も
不
相
勤
徒
ニ
打
過
無

勿
躰
儀
ニ
有
之
、
其
方
共
ニ
は
御
国
恩
之
程
ヲ
も
難
有
相
心
得
是
迄
御
用
金
差

出
、
又
候
上
納
金
等
相
願
候
儀
ニ
は
候
得
共
、
年
来
御
用
達
ヲ
も
相
勤
市
中
一

躰
之
目
当
ニ
も
相
成
儀
ニ
付
、
御
時
節
柄
之
儀
猶
又
厚
相
弁
何
様
ニ
も
繰
合
致

し
、
際
立
出
情
可
致
候
、
其
品
ニ
寄
候
而
は
出
格
之

　
　

御
賞
誉
も
可
有
之
候
、
尤
金
高
并
納
方
之
儀
は
町
年
寄
共
と
可
申
談
候

　
　

�　

但
此
度
被　

仰
付
候
御
用
金
之
儀
は
来
寅
年
よ
り
十
ヶ
年
ニ
割
合
御
下
ケ
戻

　

ニ
相
成
候
間
、
其
段
相
心
得
可
申
候

　
　
　
　
　
　

丑
五
月
三
日

　

近
年
、
海
岸
防
御
の
強
化
や
江
戸
城
本
丸
・
西
丸
の
普
請
、
将
軍
徳
川
家
茂
の
上

洛
な
ど
が
続
き
、
さ
ら
に
今
般
は
長
州
に
攻
め
込
む
た
め
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
。

こ
れ
を
都
合
す
る
た
め
、
江
戸
や
大
坂
、
幕
領
の
裕
福
な
百
姓
・
町
人
、
そ
し
て
諸

宗
の
寺
院
に
至
る
ま
で
、
御
用
金
を
命
じ
る
。
清
左
衛
門
ら
は
「
御
国
恩
」
を
あ
り

が
た
く
心
得
て
、
こ
れ
ま
で
御
用
金
を
差
し
出
し
、
今
回
も
ま
た
上
納
金
を
願
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
長
年
勘
定
所
御
用
達
を
勤
め
、
市
中
の
人
び
と
の
手
本
に

な
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
出
来
事
が
続
く
時
節
柄
を
よ
く
心

得
て
、
ど
の
よ
う
に
で
も
や
り
く
り
し
て
御
用
金
を
上
納
し
な
さ
い
。
金
額
や
上
納

の
仕
方
は
町
年
寄
た
ち
と
相
談
す
る
よ
う
に
。
た
だ
し
、
今
回
命
じ
る
御
用
金
は
、

来
年
か
ら
十
年
に
分
け
て
返
す
の
で
、
こ
の
こ
と
を
心
得
て
お
き
な
さ
い
。

　

お
お
よ
そ
、
以
上
の
よ
う
な
内
容
と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
鹿
嶋
清
左
衛
門
ら

は
南
町
奉
行
根
岸
か
ら
、
第
二
次
幕
長
戦
争
に
か
か
る
経
費
に
充
て
る
御
用
金
の
上

納
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
返
答
は
五
月
六
日
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
清

左
衛
門
ら
勘
定
所
御
用
達
五
名
は
奉
行
所
に
赴
き
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。
す
な

わ
ち
、
近
年
は
自
分
た
ち
の
取
引
で
出
金
す
る
こ
と
ば
か
り
で
、
だ
ん
だ
ん
金
が
乏

し
く
な
り
、
い
ろ
い
ろ
や
り
く
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
差
し
当
た
っ
て
集
金

の
手
段
が
な
く
、
勘
定
所
御
用
達
一
同
心
を
痛
め
、
当
惑
し
て
い
る
と
し
、
今
回
の

御
用
金
上
納
の
「
暫
時
御
猶
予
」
を
願
い
出
た
。

　

し
か
し
、
彼
ら
の
こ
の
願
い
は
容
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
五
月
八
日
に
ま
た
町

奉
行
所
へ
の
出
頭
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
御
用
金
の
上
納
に
応
じ
る
よ
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う
求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
五
月
九
日
、
清
左
衛
門
ら
は
、
御
用
金
を
承
知
す
る
旨
の

申
上
書
を
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
。
そ
の
際
に
彼
ら
が
提
案
し
た
各
々
の
御
用
金
額

は
、【
表
４
】
の
「
提
案
額
」
欄
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

町
奉
行
所
側
は
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
ず
、
さ
ら
に
清
左
衛
門
ら
を
説
き
伏
せ

た
。
そ
の
結
果
、
清
左
衛
門
ら
一
同
は
【
表
４
】
の
「
決
定
額
」
欄
に
示
し
た
額
の

御
用
金
上
納
を
請
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
提
案
額
と
比
較
す
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
者
の
御
用
金
額
が
倍
以
上
に
跳
ね
上
が
っ
て
お
り
、清
左
衛
門
に
至
っ
て
は
、

三
千
両
か
ら
一
万
両
も
増
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

翌
五
月
十
日
に
は
、
清
左
衛
門
か
ら
【
表
４
】
の
「
決
定
額
」
で
の
御
用
金
上
納

を
承
知
す
る
旨
の
請
書
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
五
月
付
で
、
勘
定
所
御
用
達
惣
代
の

川
村
傳
左
衛
門
か
ら
幕
府
勘
定
所
へ
同
趣
旨
の
届
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
清
左

衛
門
ら
の
御
用
金
額
は
確
定
さ
れ
た
。

　

閏
五
月
一
日
、
南
町
奉
行
所
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
り
、
勘
定
所
御
用
達
の
う
ち
川

村
傳
左
衛
門
と
松
澤
孫
八
が
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
町
年
寄
喜
多
村
彦
之
丞
か
ら
次
の

よ
う
な
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
回
の
御
用
金
は
十
年
で
返
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
勘
定
所
御
用
達
か
ら
十
五
年
で
の
返
済
を
願
い
出
る
な
ら
ば
、

御
用
金
額
一
万
両
以
上
の
分
に
つ
い
て
は
年
一
分
、
同
じ
く
千
両
以
上
の
分
に
つ
い

て
は
年
七
厘
の
率
で
手
当
て
（
利
足
）
を
付
け
て
返
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
御
用
金
の
返
済
期
間
を
五
年
延
長
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
利
足
を
付
け
て
返

す
と
い
う
提
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
勘
定
所
御
用
達
の
返
答
書
は
閏
五
月
三

日
に
提
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

以
書
附
奉
申
上
候

　
　

一
、
今
般

　
　
　

�

御
用
金
被　

仰
付
御
請
奉
申
上
置
候
処
、
猶
又
一
昨
朔
日
御
呼
出
之
上
、
右

金
高
年
延
御
請
仕
候
得
は
御
手
当
御
下
添
御
割
下
ケ
被
成
下
置
候
間
存
寄
可

奉
申
上
旨
御
憐
愍
之
御
沙
汰
被　

仰
付
冥
加
至
極
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
私

共
追
々
手
元
融
通
少ス
ク
ナニ
相
成
候
間
、
何
卒
先
前
被　

仰
渡
之
通
、
十
ヶ
年
割

下
ケ
被
成
下
置
候
様
一
同
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
勘
定
所
御
用
達

　
　
　
　

慶
応
元
丑
年
五
（
閏
五
月
カ
）
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前
屋
又
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
見　

永
蔵　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
八
名
略
）

　
　
　
　
　

町

　
　
　
　
　

御
奉
行
所

　

す
な
わ
ち
、
次
第
に
手
元
の
資
金
も
少
な
く
な
る
の
で
、
な
に
と
ぞ
以
前
に
仰
せ

渡
さ
れ
た
通
り
、
十
年
で
の
返
済
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
勘
定
所

【表４】勘定所御用達の御用金出金額の決定過程

　　　 慶応元年（1865）5月

名前 提案額 決定額

越前屋又左衛門後見永蔵 3,000 両 10,000 両

松澤孫八 2,500 両 10,000 両

青地四郎左衛門 6,000 両 15,000 両

三谷三九郎 10,000 両 15,000 両

川村傳左衛門 4,000 両 15,000 両

鹿嶋清左衛門 3,000 両 13,000 両

竹原文右衛門 4,000 両 10,000 両

鹿嶋清兵衛 7,000 両 15,000 両

三村清左衛門 （記載なし） 2,000 両

＊慶応元年「御進発節御用金被仰渡控」（98002638）より作成。
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御
用
達
ら
は
町
奉
行
所
側
か
ら
の
提
案
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
利
足
が

付
か
な
く
て
も
、
で
き
る
だ
け
早
い
返
済
を
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
、
今
回
の
御
用
金
額
が
彼
ら
に
と
っ
て
相
当
に
重
い
負
担
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

こ
の
返
答
書
は
町
奉
行
所
に
受
領
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
閏
五
月
十
三
日
に
勘
定

所
御
用
達
か
ら
町
奉
行
に
改
め
て
御
用
金
の
請
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
御
用
金
は
二
～
三
回
に
わ
け
て
上
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
納
入
期
日
は
、
①
沙
汰
次
第
す
ぐ
、
②
慶
応
元
年
十
二
月
十
八
日
、
③
慶
応
二

年
（
一
八
六
六
）
四
月
二
一
日
で
あ
り
、
鹿
嶋
清
左
衛
門
は
、
①
に
五
千
両
、
③
に

八
千
両
を
納
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
閏
五
月
二
一
日
に
一
回
目
の
御
用

金
上
納
が
行
わ
れ
た
。

　

以
上
か
ら
、
第
二
次
幕
長
戦
争
に
と
も
な
う
御
用
金
上
納
は
、
鹿
嶋
清
左
衛
門
ら

勘
定
所
御
用
達
に
と
っ
て
、
メ
リ
ッ
ト
に
乏
し
く
、
重
い
負
担
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

幕
末
の
政
治
的
・
対
外
的
情
勢
に
と
も
な
い
、
勘
定
所
御
用
達
ら
に
は
幕
府
か
ら
御

用
金
が
た
び
た
び
課
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
清
左
衛
門
の
勘
定
所
御
用
達
へ

の
就
任
は
、
鹿
嶋
屋
東
店
の
経
営
に
多
大
な
負
担
を
も
た
ら
す
危
う
さ
が
孕
ま
れ
て

い
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
鹿
嶋
屋
東
店
の
成
立
と
展
開
の
よ

う
す
を
跡
付
け
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を

簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。

　

鹿
嶋
屋
東
店
は
、
本
店
四
代
清
兵
衛
が
隠
居
し
て
出
し
た
店
で
あ
る
。
そ
の
成
立

は
文
政
九
年
と
考
え
ら
れ
、
四
代
清
兵
衛
は
清
左
衛
門
と
名
を
改
め
た
。

　

以
降
、東
店
は
、深
川
島
田
町
を
拠
点
に
経
営
を
拡
大
し
て
い
き
、深
川
島
田
町
は
、

東
店
を
中
心
と
す
る
鹿
嶋
屋
の
一
族
の
屋
敷
や
関
連
施
設
に
よ
り
占
め
ら
れ
て
い
っ

た
。
一
方
で
、
東
店
は
深
川
島
田
町
外
で
も
町
屋
敷
を
集
積
し
、
十
九
世
紀
中
頃
の

弘
化
～
嘉
永
年
間
に
は
二
十
を
超
え
る
町
に
お
い
て
不
在
地
主
と
な
っ
て
い
た
。
東

店
の
周
辺
に
は
、
材
木
店
・
西
店
・
質
店
な
ど
が
成
立
し
、
こ
れ
ら
と
深
く
関
わ
り

な
が
ら
東
店
は
経
営
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

東
店
の
資
産
額
は
幕
末
に
か
け
て
増
大
し
た
。
こ
れ
を
支
え
た
の
は
、
金
の
貸
し

付
け
に
よ
る
利
足
収
入
で
あ
り
、
東
店
の
経
営
の
軸
は
金
融
（
大
名
貸
し
）
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
と
く
に
、
延
岡
藩
内
藤
家
、
浜
田
藩
松
平
家
、
淀
藩
稲
葉
家
、
佐
賀

藩
鍋
島
家
、
長
嶋
藩
増
山
家
に
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
多
額
の
貸
し
付
け
を
行
い
、

利
足
収
入
を
得
て
い
た
。
こ
う
し
て
経
営
を
拡
大
し
た
鹿
嶋
屋
東
店
は
、
幕
府
の
勘

定
所
御
用
達
を
勤
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
地
位
ゆ
え
に
、
幕
末

の
政
治
的
・
対
外
的
な
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
形
で
、
多
大
な
負
担
（
御
用
金
）
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

従
来
、
鹿
嶋
屋
東
店
に
つ
い
て
は
、
下
り
酒
問
屋
を
営
む
本
店
鹿
嶋
清
兵
衛
の
分

家
と
い
う
こ
と
を
除
き
、そ
の
具
体
像
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
の
検
討
に
よ
り
、
東
店
が
文
政
九
年
に
成
立
し
、
金
融
と
く
に
大
名
貸
し
を

軸
に
経
営
を
拡
大
し
た
こ
と
や
、
同
家
が
単
な
る
一
分
家
で
は
な
く
、
江
戸
で
展
開

す
る
鹿
嶋
屋
の
核
と
な
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ご
く
大
雑
把
な
が
ら
も
明
ら
か

に
し
え
た
と
考
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
鹿
嶋
屋
東
店
が
深
川
島
田
町
内
外
の
住
民
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
と

り
結
ん
で
い
た
の
か
、
ま
た
、
明
治
維
新
後
、
幕
府
や
大
名
家
へ
の
貸
付
金
は
ど
う

処
理
し
た
の
か
な
ど
、い
く
つ
か
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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【
註
】

１　

た
と
え
ば
、
吉
田
伸
之
『
巨
大
城
下
町
江
戸
の
分
節
構
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九

年
）、
西
坂
靖
『
三
井
越
後
屋
奉
公
人
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）、
三

井
文
庫
編
『
史
料
が
語
る
三
井
の
あ
ゆ
み
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。
な
お
、

近
年
の
三
井
家
以
外
の
大
店
の
存
在
形
態
に
迫
っ
た
重
要
な
成
果
と
し
て
、
市
川
寛
明
「
江

戸
に
お
け
る
人
宿
商
人
の
家
業
構
成
に
つ
い
て
」（『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
』

第
八
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
岩
淵
令
治
「
大
店
」（
吉
田
伸
之
編
『
シ
リ
ー
ズ
三
都　

江
戸
巻
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
を
挙
げ
て
お
く
。
ま
た
、
山
室
恭
子
『
大
江
戸
商

い
白
書
』（
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）
は
、
数
量
分
析
に
よ
っ
て
三
井
家
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

江
戸
商
人
の
動
向
を
検
討
し
て
い
る
。

２　

二
〇
〇
二
年
に
当
館
で
開
催
し
た
特
別
展
「
こ
ど
も
の
世
界
展
」、
岡
本
純
子
「
江
戸
っ
子

の
雛
祭
り
」（『
季
刊
銀
花
』
第
一
二
九
号
、
二
〇
〇
二
年
）
を
貴
重
な
成
果
と
し
て
挙
げ
て

お
く
。

３　

な
お
、「
鹿
嶋
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
資
料
に
よ
っ
て
は
「
鹿
島
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、

多
く
の
場
合
は
「
鹿
嶋
」
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
も
こ
ち
ら
を
用
い
る
。

４　

江
戸
東
京
博
物
館
蔵
、
九
八
〇
〇
二
一
五
三
。
以
下
、
館
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
資
料
番
号
の

み
を
記
す
。

５　

鹿
嶋
一
族
の
分
家
の
一
つ
「
新
宅
」
の
二
代
目
・
鹿
嶋
実
氏
の
著
作
「『
暖
簾
』
に
想
い
を

寄
せ
て
」（
平
成
三
年
〈
一
九
九
一
〉、私
家
版
）
に
よ
る
。
本
書
は
、鹿
嶋
屋
の
発
祥
や
発
展
、

近
代
以
降
の
展
開
な
ど
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
述
し
た
も
の
。
お
も
な
叙
述
対
象
は
鹿
嶋

屋
本
店
で
あ
る
が
、
東
店
な
ど
の
分
家
に
も
目
配
り
さ
れ
て
い
る
。

６　

八
七
二
〇
〇
六
六
〇
。

７　

九
〇
二
〇
三
〇
六
八
～
七
〇
。

８　

さ
き
に
言
及
し
た
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
に
は
、
下
り
酒
問
屋
と
し
て
「
鹿
嶋
屋
利
右
衛
門
」

の
名
が
確
認
で
き
る
（
所
在
は
霊
岸
島
銀
町
一
町
目
）。
ま
た
、
同
じ
く
「
改
正
大
江
戸
町
々

施
シ
附
」
に
は
、
十
番
目
に
「
鹿
嶋
利
右
衛
門
」
の
名
が
み
え
る
。

９　

文
政
九
年
正
月
「
覚
」（
九
八
〇
〇
二
四
三
〇
）、
同
年
八
月
「
借
用
申
金
子
之
事
」

（
九
八
〇
〇
二
四
四
一
）。

10　

前
掲
註
５
文
献
に
は
、
鹿
嶋
屋
東
店
に
生
ま
れ
、
西
店
を
継
い
だ
子
孫
が
回
顧
し
て
描
い
た
、

深
川
島
田
町
の
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
明
治
段
階
の
同
地
の
よ
う
す
を
表
現
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

11　

九
八
〇
〇
二
五
〇
八
。

12　

以
上
の
駿
平
・
ハ
ツ
・
留
吉
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
系
図
」（
九
八
〇
〇
二
一
五
三
）
の
記

載
に
よ
る
。

13　

九
八
〇
〇
二
二
一
一
。

14　

九
八
〇
〇
二
五
〇
七
。

15　

嘉
永
六
年
十
一
月
「
乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
奉
申
上
候
」（
九
八
〇
〇
二
五
一
一
）。

16　
「
四
神
像　

青
龍
」（
九
八
〇
〇
二
二
九
一
）、「
四
神
像　

朱
雀
」（
九
八
〇
〇
二
二
九
二
）、

「
四
神
像　

白
虎
」（
九
八
〇
〇
二
二
九
三
）、「
四
神
像　

玄
亀
」（
九
八
〇
〇
二
二
九
四
）
で
、

こ
れ
ら
の
箱
書
に
は
「
弘
化
五
戊
申
年
二
月
初
午
」
と
の
墨
書
が
確
認
で
き
る
。

17　

嘉
永
四
年
七
月
改
「
弘
化
三
午
年
五
月
よ
り
嘉
永
三
七
月
迄
取
調
勘
定
書
」（
九
八
〇
〇
二 

五
五
六
）。

18　

こ
の
東
店
資
産
額
は
、
帳
面
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
額
と
実
際
の
算
用
結
果
の
額
と
で
、
ご
く

わ
ず
か
だ
が
違
い
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
が
翌
年
の
算
用
で
基
準
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

本
稿
で
は
以
下
、
前
者
の
額
を
用
い
る
。

19　

九
八
〇
〇
二
五
九
九
。

20　

九
八
〇
〇
二
五
八
七
。

21　

九
八
〇
〇
二
四
四
六
。

22　

な
お
、
浜
田
藩
松
平
家
は
、
天
保
七
年
に
館
林
藩
（
上
野
国
）
か
ら
移
封
さ
れ
た
。
東
店
と

の
貸
借
関
係
は
、
同
家
が
館
林
藩
の
大
名
で
あ
っ
た
頃
に
遡
る
。

23　

元
治
元
年
七
月
「
覚
」（
九
八
〇
〇
二
四
四
八
）。

24　

文
久
二
年
十
二
月
「
覚
」（
九
八
〇
〇
二
四
四
九
）。

25　

九
八
〇
〇
二
六
三
八
。
な
お
、
こ
の
帳
面
の
包
紙
に
は
、「
慶
応
元
丑
年
五
月　

御
進
発
節

御
用
金
控
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。


